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研究概要 

カロテノイドは、自然界に 700 種類以上も存在する色素の一つで、

赤色、オレンジ色、黄色を示します。私たちの生活の中では、ニンジ

ンのβ－カロテン、トマトのリコペン、静岡特産のウンシュウミカン

のβ－クリプトキサンチンなどが良く知られています。β－シトラウ

リンは、カロテノイドが代謝分解してできる赤色の色素で、カンキツ

の果皮に集積します。β－シトラウリンを多く集積したカンキツ果実

は、鮮やかな濃いオレンジ色を示すことから、市場では高値で取り引

きされます。これまで、このβ－シトラウリンがどのように生合成さ

れるか解明されていませんでした。私たちの研究室では、このβ－シ

トラウリンの生合成に関わる酵素遺伝子を明らかにし、その生合成経

路を初めて解明しました。本研究成果は、将来、β－シトラウリンを

集積した鮮やかなオレンジ色の新しいカンキツ品種の作出やカンキ

ツ果実の色を良くする技術に貢献できると考えています。 

メッセージ 

静岡大学農学研究科に着任して７年が経過しました。研究室の設備が整い、学生と共に着実に研究を行い、

また、教え子を社会に送り出し、やっと研究および教育に充実した日々を過ごすことができるようになりまし

た。現在、私達の研究室では、身近なウンシュウミカンについて研究を行っています。ウンシュウミカンなど

のカンキツ類には、β－クリプトキサンチンやβ－シトラウリンなど特有の色素が含まれています。β－クリ

プトキサンチンは、ビタミンＡとして作用するほか、発がん抑制、骨粗しょう症など生活習慣病の予防に効果

があると期待されています。また、β－シトラウリンを集積させることにより、果実の色が良くなり、高品質

化が可能となります。私達は、これら色素の集積や調節メカニズムを明らかにし、魅力的なカンキツ果実の創

出を目指します。 
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